





















































 原告：⼩松みよ ほか 30 名 
 被告：三井⾦属鉱業株式会社3 
 1-７次訴訟 ⼆次以降 21 億 5115 万余 
 
(2) 控訴審 名古屋⾼等裁判所⾦沢⽀部 昭和 46 年（ネ）第 103 号〉結審・完全勝訴
判決 












                                                     
3 鉱業権目録（下級裁判所民事裁判例集第 22 巻第 5・6 号別冊 237 ページ。）によると、
明治以来当該採掘権は、譲渡され、複数人を経て、昭和 25 年に被告会社に取得登録さ
れている。 



































































 被告には鉱業法 109 条の無過失責任が適⽤され、①鉱業権を有し、これに基づき神
岡鉱業所で亜鉛鉱等の採掘に併せてその選鉱、製錬を⾏っていたことによるものであ
ることは当事者間に争いはない。②神岡鉱業所でなした原因事実の結果、本病を発⽣
させて他⼈に損害を与えたものである。③鉱業法 109 条 1 項により本件発⽣時の鉱業
権者として損害を賠償する責任があるのみならず、鉱業権を従前の鉱業権者から取得
した経路および原因をもって譲り受けたことは当事者間に争いがないので、被告は譲
受けの⽇以前に発⽣した損害についても、109 条 3 項11の規定により、従前の鉱業権
者と連帯して、賠償する義務を負う。以上が被告の責任である。 
                                                     
5下級裁判所民事裁判例集第 22 巻第 5・6 号別冊 146~149 ページ。 




9 下級裁判所民事裁判例集第 22 巻第 5・6 号別冊 161～162 ページ。 



























1. 医療等補償  




















































                                                     








⽇本科学者会議編『環境問題資料集成』旬報社, 2003 年。 
松尾弘『良い統治と法の⽀配 開発法学の挑戦』⽇本評論社, 2009 年。 
松波淳⼀『カドミウム被害百年 回顧と展望』桂書房, 2010 年。 
安⽥信之「開発法学」名古屋⼤学出版会, 2005 年。 
我妻榮・豊島陞『法律学全集 51 鉱業法』有斐閣, 1958 年。 
＜判例＞ 
富⼭地⽅裁判所 昭和 43 年（ワ）第 41 号 損害賠償請求事件（下級裁判所⺠事裁判
例集第 22 巻第 5・6 号別冊） 
名古屋⾼等裁判所⾦沢⽀部 昭和 46 年（ネ）第 103 号、第 120 号、第 137 号 損害
賠償請求控訴（下級裁判所⺠事裁判例集第 22 巻第 5・6 号別冊） 
＜その他＞ 
清流会館パンフレット   
  
